
 

団 体 名 エコの森の整備・活用会 

団体の所在地 たつの市 代表者名 石田 昭夫 

    

１．事業名 エコの森の整備・活用事業 

2.実施期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 

3.主な実施場所 佐用郡佐用町光都 1-330-3（ひょうご環境体験館周辺雑木林） 

4.活動形態 ・団体立ち上げ 

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

有志によるエコの森の整備・活用会のスタートアップ事業の２年目で、ひょうご環境

体験館周辺の自然を活用し、里山の自然観察を実施できるよう、必要機材を整備

するとともに、次の事業を実施した。 

 ①遊歩道の危険箇所表示、各種体験ゾーンの表示、道順案内板の設置。 

 ②遊歩道の一部に樹木の表札掲示、鳥の巣箱を設置した。 

 ③遊歩道の一部を新たにキノコの観察ゾーンとして位置付け、シイタケ等のホダ

場を設置した。 

 ④遊歩道の植栽を鹿害から守るために、鹿よけネットを設置した。 

 ⑤整備した遊歩道の一部を活用し、子どもたちを対象に里山の自然観察をテー

マに環境学習を実施した。 

項目 頻度 参加者数等 

打合、作業 ４月～３月 大人 延２００人  

環境学習 ５月に３回 

６月に１回 

１１月に１回 

計５回 

幼児４０人 小学生２０人 大人１０人 

        小学生１０人 大人８人 

       小学生１５人 大人１０人 

計１１３人  

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

・里山の自然観察として、ひょうご環境体験館周辺雑木林の四季の特徴を生かした

環境学習プログラムを実施することが可能となった。 

・幼児から大人まで幅広い年齢層に、自然とのふれあいをテーマに環境学習を実

施し、好評であった。 

・実施場所が急峻な斜面を伴うため、現在整備している遊歩道をより一層補強し、魅

力あるものにする必要が生じている。 

7.成果物 案内看板設置、危険箇所表示、樹木の表札、きのこ観察ゾーン、鹿よけネット 

 

8.活動写真 

  説明 

 

 

散策路や遊歩道の整備を 

皆で行ないました。  


